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研究成果の概要（和文）：特定健康診査等多くの場面で収集されている健康関連情報である『食行動・運動』の
変化から認知症や軽度認知障害を予測するための方法の構築を目的に研究を行った結果、横断研究では、レチノ
ール、飽和脂肪酸、低炭水化物スコア、運動習慣の数、歯の本数が多いこと、そしてきちんと噛めることが軽度
認知障害に対して予防的な関連があることがわかった。またお腹いっぱい食べることと要介護認知症との関連に
ついて分析した結果、要介護認知症発症時期に近い調査時のお腹いっぱい食べることは、要介護認知症との関連
がみられたが、発症時期と調査時期との間隔があくと要介護認知症との関連がみられなくなった。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to develop approaches to examine the associations 
between dietary behaviors, physical activities, and the risk of dementia or mild cognitive 
impairment (MCI). We conducted several cross-sectional studies and found that higher intakes of 
retinol and saturated fatty acids, a low-carbohydrate diet score, the number of physical activities,
 the number of remaining teeth, and good chewing ability were associated with a lower prevalence of 
MCI. Additionally, we conducted a nested case-control study and found that eating until full at the 
latest survey was associated with a lower risk of disabling dementia, but eating until full at the 
earlier surveys was not associated with this risk.

研究分野： 栄養疫学・公衆栄養学

キーワード： 食行動　身体活動　運動　栄養摂取量　軽度認知障害　要介護認知症

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で得られた成果の内、特に食行動や運動習慣については、特定健康診査の標準問診項目に着目する等、収
集が比較的容易で、かつ特定健康診査の標準問診項目に至っては国内で最も収集されている生活習慣情報であ
り、それら項目と要介護認知症や軽度認知障害との関連について示せたことは、健診から介護まで一体となった
公衆栄養活動の構築に資するエビデンスを提供できたと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
１．研究開始当初の背景 
認知症は健康寿命の終焉を告げる、基本的に根治が困難な疾患である一方で、その前段階での

軽度認知障害（Mild Cognitive Impairment：MCI）であれば、改善の可能性が示されている。
そのため、高齢者に対する適切なスクリーニングが必要とされているが、現在認知症や MCI を
把握するための検査法は、一定の訓練や、時間を要すことから、健診のように国民全体に広く実
施するのは困難である。そこで厚生労働省は、令和 2 年度より、後期高齢者用に、フレイル、認
知機能を把握するための問診を公開し、KDB システム等にデータ収載することで、高齢者保健
や介護へのさらなる発展を期待しているが、近年になり、自治体が KDB 等の特定健康診査デー
タを利活用して、各自治体の生活習慣病対策を進めている現状であり、上述の高齢者対策が実行
されるには、時間を要すると想定される。 
要介護認知症者は日常生活に制限があり、特定健康診査を受診することは困難であるが、MCI

はそのような制限は顕著ではなく、特定健康診査を受診している者は一定数存在すると考えら
れる。その、特定健康診査では標準質問票によって日常生活中の主たる食行動や運動について情
報を収集している。認知機能低下の特徴の一つに、「食行動・運動に対する意欲低下」がある。
もし、特定健康診査の標準質問項目の「食行動・運動」の変化が、認知機能の低下の「特徴」を
示し、その後の認知症発症を予測できるならば、各自治体が扱える国保データベース（KDB）
は、生活習慣病だけでなく認知症対策にも直結するデータとなる可能性を有する。 
 
２．研究の目的 
本研究の最終目的は「認知症や MCI を特定健康診査などで収集されている一般的な健康関連

情報である『食行動・運動』の変化によって見出すための方法の構築」であり、そのために、図
1 に示すように、「特定健康診査」で評価されている食行動・運動について、認知機能低下との
関連を分析し、因果関係を類推する。本申請の特長として、上述のように認知機能の低下と食行
動・運動の変化の両方を縦断的に調査しており、さらに介護保険データから要介護認知症の評価
も行っているため、健常→MCI→認知症の段階的な変化も把握できるといった特長を有してい
る。 

 

３．研究の方法 
本研究は、申請者らが 2009 年度から展開しているコホート研究「東温スタディ」において実

施した（図 2）。 
研究開始時点で第 1-2 期の調査を終えており、認知機能について評価を行っている分析対象

となる調査時点において60歳以上の者はそれぞれの調査期間で1,000名程度調査を終えている。
2019 年度から 2023 年度の間に、さらに 60 歳以上の者 888 名を対象に調査を行った。なお、2020
年度から COVID-19 感染症拡大に伴い、2020 年度は調査規模を縮小し、2021 年度については調査
を実施しなかったなど、十分な追跡調査を行うことが困難であった。 



 
 
本研究では、以下の項目について調査を行った。 

(1)  認知機能：第 2期以降の調査時に、Montreal Cognitive Assessment 日本語版（MoCA-J）を
行い、さらに2022年2月時点での全対象者の要介護認知症（Noda H et al. Geriatr Gerontol 
Int. 2018）の有無について介護保険データに基づき確認した。 

(2)  食行動・運動：特定健康診査の標準質問票項目に加えてお腹いっぱい食べるかどうかなど自
記式質問紙調査を実施した。 

(3)  食事摂取量・身体活動量：食品摂取頻度調査法（FFQg）ならびに自記式質問紙調査である
JALSPAQ による調査を実施した。 

(4)  その他：口腔に関する自記式質問紙調査、体格、特定健診の血液生化学検査項目、運動機能
等 

 
４．研究成果 
ここでは、本研究を遂行してきた中で見いだされた研究結果の主だったものを示す。 

(1)  お腹いっぱい食べることと要介護認知症との関連 
お腹いっぱい食べることは肥満等生活習慣病リスクを介し認知機能低下につながるという仮

説を設定し、コホート内症例対照研究のデザインで分析を行った。介護保険データに基づき、要
介護認知症 34 名に対して性別、年齢、調査年でマッチングを行った対照 68 名を抽出した。お腹
いっぱい食べることについては、第 1期、第 2期の情報を用いた。その結果、第 1期時のデータ
では、お腹いっぱい食べない群に比べお腹いっぱい食べる群では要介護認知症のオッズ比に有
意差はなかったものの、第 2期時のデータでは、お腹いっぱい食べる群は有意に要介護認知症発
症のオッズ比が低かった（図 3）。 
 

 
 

(2)  ビタミン A摂取量と MCI との関連 
ビタミン A（レチノールやカロテノイド）の摂取量が多いと、認知症の危険因子である糖尿病

などの発症予防の可能性が示されているため、FFQg で推定したビタミン A 摂取量と MCI との関
連について横断研究ならびにコホート研究の両デザインで分析を行った。その結果、横断研究に
おいてはレチノール摂取量が多いほど、MCI の多変量調整オッズ比が有意に低かった（図 4）。し
かしながら他のビタミン A（レチノール当量、βカロテン、βカロテン当量）については有意な
関連は見られなかった。一方で、5年後の MCI 発症の関連についてコホート研究のデザインで分
析した結果では、レチノール摂取量含めすべてのビタミン A 摂取量と MCI 発症との間に有意な
関連は見られなかった。 



 

 
(3)  その他食習慣と MCI・要介護認知症との関連 
①低炭水化物スコア、②食事バランスガイド遵守スコア、③脂肪酸摂取量と MCI との関連に

ついて横断研究のデザインで、④菓子類摂取量と要介護認知症との関連についてコホート研究
のデザインで分析した結果、①低炭水化物スコア（スコアが高いほど炭水化物エネルギー比が
低くたんぱく質や脂質のエネルギー比が高い）が高いほど MCI のオッズ比が低かった、②食事
バランスガイド遵守スコアと MCI との関連は見られなかった、③飽和脂肪酸摂取量が多いほど
MCI のオッズ比が低かった、④睡眠時間が長い集団では菓子類摂取量が多いほど要介護認知症
発症ハザード比が高く、一方睡眠時間が長い集団では菓子類摂取量が多いほど要介護認知症発
症ハザード比が低かった。 
 

(4)  運動習慣と MCI との関連 
特定健康診査の標準的な質問票の運動・身体活動に関する 3項目（「1回 30 分以上の軽く汗

をかく運動を週 2日以上、1年以上実施」「日常生活において歩行又は同等の身体活動を 1日 1
時間以上実施」「ほぼ同じ年齢の同性と比較して歩く速度が速い」）と MCI との関連を横断研究
のデザインで分析した。その結果、3項目の内、「ほぼ同じ年齢の同性と比較して歩く速度が速
い」について「いいえ」と答えた者と比べて「はい」と答えた者は MCI の多変量調整オッズ比
が有意に低く、さらに 3項目の「はい」と回答した数が多いほど MCI の多変量調整オッズ比が
有意に低かった（図 5）。 

 
 
(5)  その他生活習慣等と MCI との関連 
自記式質問票によって歯の本数（15 本未満・15-24 本・25 本以上）やかみ合わせ（よい・悪

い）と MCI との関連を横断研究のデザインで分析した。その結果、歯の本数が 15 本未満、噛み
合わせが悪いと MCI の多変量調整オッズ比が有意に高かった。また、飲酒量が多い男性ほど
MCI の多変量調整オッズ比が高かった。 
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